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をしめした．

　終りに本研究について終始御指導を賜わった地球化学

研究部長三宅泰雄博士および種々御討論，助言を与えら

れた地球化学研究部の方々に厚く感謝いたします．

　本研究には新潟大学理学部・小山誠太郎教授，外林武

氏の資料を引用させて頂きました．又雨水試料の採取に

は，東京，札幌仙台，大阪，福岡の各管区気象台，秋

田，水戸の各地方気象台の観測課，技術課の方々に御尽

力頂きました．以上の方々に厚く感謝いたします．
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本誌掲載論文に対する質疑あるいはコメントについて

本誌に掲載された論文に対する質疑あるいはコメント

をお寄せ下さい．質問に対しては，著者に解答をいただ

き，一般読者にも必要と考えられるものは，コメントと

ともに本誌に掲載し，個人的な範囲に止めた方がよいも

のは質問者にお伝えいたします．

　なお，これまでも折にふれて，気象に関係するいろい

ろな話題について会員からの任意投稿を掲載して参りま

したが，今後もできるだけ掲載したいと考えております

ので，学会に関する意見，気象学に関する話題，珍しい

気象現象など，自由な投稿を歓迎します．一篇の長さは

1000字以下を望みます．　　　　天気編集委員会
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